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参加団体の所在地
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参加団体形態
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２２２２「「「「わかやまわかやまわかやまわかやま情報発信情報発信情報発信情報発信プラットホームプラットホームプラットホームプラットホーム」」」」のののの有効性有効性有効性有効性についてについてについてについて    

（（（（１１１１）「）「）「）「わかやまわかやまわかやまわかやま情報発信情報発信情報発信情報発信プラットホームプラットホームプラットホームプラットホーム」」」」のののの実証実験状況実証実験状況実証実験状況実証実験状況    

 わかやま情報発信プラットホーム「みんなで作る情報板 わかやまイベントボード」

の実証実験を 10 月 17 日から続けている。2 月 17 日までのボードへの市民の参加

状況を以下の表に示す。イベント入力・参加団体登録は 10 月上旬から開始した。 

期間 アクセス数 イベント数 参加団体数 

～１０月末 １，８５５ １８５ ４８ 

～11 月末 ２，１２２ ２２２ ３４ 

～12 月末 １，９３８ ２４８ １８ 

～1 月末 ２，１３４ １８３ １０ 

(31 日換算) 

～２/１７ 

(２，２０９) 

１，３４１ 

(２２７) 

１３８ 

(１３) 

８ 

合 計 ９，３９０ ９７９ １１８ 

① アクセス数は初期の不安定な時期をのぞき、12 月以降の安定期を比較すれば、

確実に利用が増加してきており、2/6 以降の平日は１００件／日程度にまで伸び

てきた。 

② イベント登録数はバラつきが大きいが、１月はお正月のためイベント数が少ない

と考えられる。代行入力数率は減少傾向にはあるがまだ高位にある。「わかやま

イベントボードの発展」のためには情報充実が必要なため、今後も事務局側であ

る程度の代行入力を継続する予定である。また、２月がまだ高位にあるのは、月

頭に「わかやま市報」「県民の友」などの情報を代行入力するためである。２月

中旬以降は、特にイベント入力をしてくれる団体も徐々に増加し、代行入力比率

がかなり低下してきている。今後に期待したい。 

項  目 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 合計 

代行比率(％) ７９.５ ６８.５ ６７.８ ５９.９ ７１.０ ６７.１ 

代行入力 １４７ １５２ １２４ １３６ ９８ ６５７ 

全  体 １８５ ２２２ １８３ ２２７ １３８ ９７９ 

入力団体数 ２０ ２９ １８ ２３ ２０  － 

③ 参加団体は、～１２月末で１００団体、平成１８年に入ってから２日に１団体程

度の登録が静かに続いている。参加団体の所在地は和歌山市が７５％、形態は 

   任意団体が約４０％を占め、行政やＮＰＯ法人は約１５％の状況である。 
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平成１３年から同じ目的で製作した「ＮＰＯ「ＮＰＯ「ＮＰＯ「ＮＰＯボードボードボードボード」」」」へのイベント登録をＷＣＡＮ

有志で実施していた。口コミを主体に各団体に協力を依頼したが、平成１４年には運

用状況は表のような状態で頭打ちになった。 

ボード種類 アクセス数/月 イベント数/月 参加団体数 

ＮＰＯボード（２ｹ年後） ３００ ８０ ４３ 

わかやまイベントボード（５ｹ月後） ２,０００ ２４０ １１８ 

利用状況を比較すると、アクセス数は約７倍、イベント数は約３倍、登録団体は４

３団体であったが、実際の入力団体は５団体程度で約５倍になった。ＷＣＡＮの代行

入力が９５％以上であり、主催者入力比率は約５％過ぎなかったが、今回の「わかや

まイベントボード」で約３０％と、実証実験５ヶ月で早くも６倍になった。そして、

参加者は確実に増加しつつあり、「わかやま情報発信プラットホーム」に育っていく手

応えを感じている。  

 

（（（（２２２２）「）「）「）「わかやまわかやまわかやまわかやまイベントボードイベントボードイベントボードイベントボード」」」」アンケートアンケートアンケートアンケートのののの分析結果分析結果分析結果分析結果    

「わかやまイベントボード」を改善しさらに活用するために、ボードを使用した人々

へのアンケートを依頼した。10/17～2/1２の間にメールで５３件、ＦＡＸ等で 52

件、計１０５件の回答があった。その回答内容を分析する。 

①回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者の約 2/3 が男性で、年代別では３０歳代から 50 歳代の働き盛りで７５％を 

占めている。職業は会社員３０％、公務員約２０％、以下自営業・主婦・団体職員が 

１０％台で続く。また、グループに入って社会活動をしている人からの回答が半数を 

超えている。 

性別

67%

33%
男性

女性

年代

12%

21%

33%

21%

12% 1%
２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代以上

職業

18%

30%

11%4%

12%

2%

14%

2%

7% 公務員

会社員

団体職員

研究者

主婦

学生

自営業

フリーター

無職

グループ活動

54%
46%

グループメンバー
である

グループメンバー
でない
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 ②回答内容 

・わかやまイベントボード 

 の存在を知人及び所属グ 

 ループから知った人が約 

 ３/４に達している。口コ 

 ミ効果が大きいことを物 

 語っている。 

インターネット検索及 

び新聞は各１０％である。 

 

 

・利用頻度は週１回が最も 

多く４０％、月 1 回３０ 

％、毎日が２０％と続く。 

 利用しない人も５％ある。 

  イベント情報は出来る 

 だけ前出しの必要がある。 

 

 

 

 

・使い勝手は、良いとまあ 

 まあで７７％を占める。 

  少し工夫が必要と答え 

 た人が２０％、具体的な 

改善点を自由意見で詳し 

く提案してくれた人が数 

 人ある。対応したい。 

 

 

・お役立ち度については、 

 非常に役に立つとまあま 

 あ役に立つとで８５％を 

 占めた。 

  社会活動をしている人 

 達にとってこのボードの 

 必要性が高いことが明ら 

かになった。 

ボードを何で知ったか

48%

10%

10%

25%

7%

知人

インターネット検索

新聞

所属グループ

その他

利用頻度

23%

43%

29%

5%

ほぼ毎日

週１回程度

月１回程度

利用しない

使い勝手

37%

40%

20%
3%

良い

まあまあ

少し工夫が必要

悪い

役立ち度

37%

48%

14% 1%

非常に役に立つ

まあまあ役に立つ

どちらとも言えない

役に立たない
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・主催者登録をすでにした 

 人と登録すると答えた人 

 とで５５％、グループに 

入っている人が殆どであ 

る。 

 

 

 

 

 

・今後の利用については、 

 利用するが６９％に上る。 

 情報が充実すれば利用す 

 るが２４％で、計９３％。 

 今後の本イベントボード 

 への期待は非常に強い。 

 

 

 

 

・自由意見欄に記入してく 

 れた人は２７％に上る。 

 激励や期待するとの意見 

 が多く、イベントボード 

の改善提案も寄せられた。 

 これらの提案の中で有効 

 なものは実施に移したい。 

 

・イベントボードにイベントを掲載した結果、掲載したイベントをみて参加する人が

増加したかどうかの質問に対しての回答は２人のみであった。増加したが１人、 変

わらないが１人、回答なし（わからない）が１０３人であった。参加者がどうして

知ったかの理由を聞けないのが通常なので、当然の結果であろう。 

 

以上のアンケート結果により、「みんなでつくる情報板 わかやまイベントボード」

が非常に役立っていること、さらに情報を充実させ継続･発展させて欲しいとの期待の

強いことが判明した。 

主催者登録

45%

10%
11%

34% 登録した

登録する

どちらとも言えない

登録しない

今後の利用

69%

24%

4%

3%

利用する

情報が充実すれば利
用

どちらとも言えない

利用しない

自由意見の有無

27%

73%

自由意見有

自由意見無


